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論文内容の要旨



























ら考えられているυ しかし. in v i voではこれらの転写困子の役割については，ほとんどわかっていない。
そこで，メサンギウム増殖性腎炎のモデルとして，ラット抗Thy-l腎炎を用いて.転写因チAP-l， Sp 1. NF 











の尿蛋白及び尿アルブミン排池量を有意に減少させ.腎組織所見では，糸球体細胞数.pro 1 i fera t i ngcc 1 
nuclear antigen陽性細胞数も有，意に減少させた。プレドニゾロンはERK及びJNKの活性さらに， AP-lのDNA
結合活性を有意に抑制したが， NF-kBの活性は有意には抑制しなかった。
以上の実験結果から，ラット抗Thy-l腎炎において，その発症進展にMAPK，AP-l. NF-kBの活性が関与し
ている可能性が示唆された。さらに，プレドニゾロンによる腎炎の抑制効呆にERK，JNK活性の抑制および
AP-l活性の抑制が関号.している可能性が示唆されたc
以上の研究成果は.腎炎の発症進展機序の解明に寄与するものであり，著者は博士(医学)の学位を授
与されるに値するものと判定された。
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